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Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
の

連
携

⑴　

オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進

　

金
融
行
政
方
針
に
お
け
る
「
金

融
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
」
で
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
」
が
施
策
の
一
つ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

と
は
、
技
術
に
関
す
る
設
計
や
仕

様
な
ど
を
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

設
計
や
仕
様
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

そ
の
技
術
の
利
用
者
が
広
が
る
。

利
用
の
拡
大
が
、
そ
の
技
術
を
基

盤
に
し
た
新
た
な
工
夫
や
技
術
を

生
む
。
そ
れ
が
、
オ
ー
プ
ン
・
ア

ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

　
「
オ
ー
プ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
」
に
関
し
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
た
の
は
、
オ
ー
プ
ン
Ａ

Ｐ
Ｉ
に
よ
る
金
融
機
関
と
、
Ｆ
ｉ

ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
の
連
携
で
あ

る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication Pro-
gram

ing Interface

）と
は
、
あ

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や

デ
ー
タ
等
を
他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
呼
び
出
し
て
利
用
す
る

た
め
の
仕
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
他

の
企
業
等
に
開
示
す
る
こ
と
を

「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
と
呼
ん
で

い
る
。

　

財
務
的
基
盤
、
社
会
的
信
用
、

取
引
先
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

っ
た
面
に
お
い
て
優
位
性
の
あ
る

金
融
機
関
と
、
社
会
的
課
題
を
捉

え
る
ア
イ
デ
ア
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定
等

に
強
み
を
持
つ
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

企
業
の
「
新
た
な
組
合
せ
」
が
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
も
の
と

期
待
さ
れ
た
。

⑵　

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
の
登

場
と
金
融
機
関
の
対
応

　

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
に
よ
る

家
計
簿
ア
プ
リ
や
ク
ラ
ウ
ド
会
計

ア
プ
リ
は
、
金
融
機
関
の
口
座
情

報
を
自
動
的
に
収
集
す
る
こ
と
で
、

ユ
ー
ザ
ー
の
家
計
管
理
や
会
計
処

理
を
自
動
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
ア
プ
リ
は
、
ユ
ー
ザ

ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
預
か

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
取
得
す
る
こ
と
（
ス
ク
レ
イ
ピ

ン
グ
）
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

始
め
た
。

　

ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
ユ

ー
ザ
ー
の
利
便
性
は
向
上
し
た
。

し
か
し
、
顧
客
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
ア
プ
リ
が
預
か
る
こ
と
に

は
リ
ス
ク
が
あ
る
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
側
の
画
面
の

構
造
が
変
わ
る
と
デ
ー
タ
が
取
れ

な
く
な
る
、
と
い
っ
た
問
題
も
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
に
よ
る
ス
ク
レ

イ
ピ
ン
グ
が
、
特
定
時
間
帯
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

1

連載　金融デジタライゼーションと実務への影響

　　　APIを活用した他機関との
連携

第４回

　金融庁の金融行政方針にも示されている、既存の金融機関によるビ
ジネスモデルの変革に繋がる金融デジタライゼーションについて、解
説する連載。今回は、オープンAPIを活用した企業との連携、金融機
関の対応等について解説する。

山口　省蔵
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グ
へ
の
集
中
ア
ク
セ
ス
を
生
じ
さ

せ
、
シ
ス
テ
ム
負
荷
の
要
因
に
も

な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
銀
行
が
Ａ
Ｐ
Ｉ

経
由
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
口
座
情
報

を
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
側
に
提

供
で
き
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ

て
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
利
便
性
を

高
め
る
と
同
時
に
、
シ
ス
テ
ム
効

率
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
一
部
の
金
融
機
関

で
は
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
対
応

し
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
連

携
す
る
戦
略
を
早
期
に
打
ち
出
し

て
い
た
。

　
　

法
令
に
よ
る
推
進

　

２
０
１
８
年
６
月
に
「
銀
行
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
お
い

て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

と
利
用
者
保
護
の
両
方
が
意
識
さ

れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
企
業
の
体
制
整
備
、
利
用
者
の

損
害
に
対
す
る
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

企
業
と
金
融
機
関
と
の
責
任
分
担

ル
ー
ル
の
策
定
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
金
融
機
関
に
は
、

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
と
の
接
続

に
係
る
基
準
の
策
定
・
公
表
や
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
の
公
開
方
針
の
公
表
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
を
公
開
す
る
と
し
た
場
合
の

整
備
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
た

（
図
表
１
参
照
）。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
全
邦
銀
１
３

７
行
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
な
い
９
行

を
除
く
１
２
８
行
が
オ
ー
プ
ン
Ａ

2

図表２　オープンAPIの導入
項目 行数
①全邦銀137行のうち
導入を表明した先 128行
導入を表明していない先 9行
②導入を表明した邦銀128行のうち
2020年6月までに導入予定の先 121行
導入時期未定等の先 7行

（資料）金融庁

図表１　FinTech企業と金融機関とのオープン・イノベーションの仕組み

（資料）金融庁



2019.7　銀行実務　　　82

Ｐ
Ｉ
を
導
入
す
る
旨
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
１
２
８
行
中
１
２

１
行
は
、
２
０
２
０
年
６
月
ま
で

の
導
入
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
金
融
機
関
と
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
企
業
が
連
携
し
た
金
融
サ
ー
ビ

ス
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
家

計
簿
ア
プ
リ
、
会
計
ア
プ
リ
、
自

動
貯
金
サ
ー
ビ
ス
等
）
は
、
徐
々

に
拡
大
し
て
い
る（
図
表
２
参
照
）。

　
　

新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
⑴　

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業
の
デ

ー
タ
活
用

　

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
法
令
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

金
融
機
関
の
中
に
は
、
今
な
お
、

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
「
自
分
達
の

デ
ー
タ
を
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業

に
使
わ
れ
る
だ
け
で
メ
リ
ッ
ト
に

乏
し
い
」
と
捉
え
る
先
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企

業
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
金
融
商

品
の
事
例
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
等
で
は
、
マ
ネ

ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
会
計
ア
プ
リ
が
収
集
し

て
き
た
他
行
口
座
の
入
出
金
情
報

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ン
デ

ィ
ン
グ
商
品
を
提
供
し
て
い
る
。

　

近
年
、
入
出
金
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
顧
客
の
信
用
分
析
が
進
展
し
、

従
来
の
財
務
を
中
心
と
し
た
評
価

で
は
低
格
付
け
と
な
る
先
の
中
か

ら
、
デ
フ
ォ
ル
ト
し
に
く
い
企
業

（
貸
せ
る
企
業
）
を
見
つ
け
出
す

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
企
業
は
、
通

常
、
複
数
の
金
融
機
関
と
取
引
し

て
い
る
た
め
、
口
座
情
報
が
分
散

さ
れ
、
一
つ
の
金
融
機
関
だ
け
で

は
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い

と
の
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
課
題

は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
全
口
座
情
報
を

自
動
的
に
収
集
し
て
く
る
会
計
ア

プ
リ
と
の
連
携
に
よ
っ
て
克
服
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
当
該
商
品
で
は
、
マ
ネ

ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
社
の
ユ
ー
ザ
ー
の

融
資
申
し
込
み
を
可
能
と
す
る
こ

と
で
、
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
の
既
存
取
引
先
以
外

の
新
た
な
顧
客
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

⑵　

金
融
機
関
に
よ
る
顧
客
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
、
利
用
者

の
本
人
確
認
を
す
る
事
業
者
向
け

に
、
自
行
の
取
引
先
の
本
人
確
認

情
報
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
。

　

従
来
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
対
策
を
定
め
る
「
犯
罪
収
益

移
転
防
止
法
」
の
対
象
業
者
で
は
、

利
用
者
の
本
人
確
認
書
類
に
関
す

る
郵
送
等
の
や
り
取
り
が
発
生
し

て
い
た
。

　

昨
年
の
同
法
改
正
に
よ
っ
て
、

銀
行
等
へ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
情
報

照
会
に
よ
り
取
引
完
結
が
可
能
と

な
る
手
法
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
、
銀
行
が
保
有
す
る
本
人
確

認
情
報
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
提
供
す
る
こ

と
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
っ
た

訳
で
あ
る
。

　

取
引
相
手
側
の
信
頼
性
を
確
認

す
る
た
め
に
、
金
融
機
関
が
保
有

す
る
情
報
を
活
用
す
る
ニ
ー
ズ
は

上
記
の
ほ
か
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

２
０
１
９
年
５
月
末
に
は
、
金

融
機
関
が
保
有
す
る
顧
客
情
報
に

つ
い
て
、
本
人
の
同
意
を
得
た
う

え
で
の
第
三
者
へ
の
提
供
を
付
随

業
務
と
し
て
追
加
す
る
銀
行
法
等

の
改
正
法
案
が
成
立
し
た
。
今
後
、

情
報
提
供
を
中
心
と
し
た
新
た
な

金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
。

⑶　

銀
行
と
は
別
組
織
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　

わ
が
国
の
金
融
機
関
の
勘
定
系

シ
ス
テ
ム
は
、
大
型
化
・
複
雑
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
維
持
管
理

だ
け
で
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
、

と
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
多

段
階
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
持
つ
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
統
制
型
の
金
融
機
関
組

織
で
は
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ

の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定
が
難

し
い
、
と
の
問
題
も
あ
っ
た
。
こ

3
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う
し
た
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
、

一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
銀
行
本

体
か
ら
は
独
立
し
た
開
発
組
織
を

設
立
す
る
な
ど
、
従
来
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

試
み
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、
勘
定
系
シ

ス
テ
ム
の
統
合
を
控
え
て
、
開
発

凍
結
期
間
等
が
生
じ
る
な
ど
の
制

約
が
あ
っ
た
中
、
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 
Ｌ

ａ
ｂ
社
を
別
会
社
と
し
て
作
り
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
勘

定
系
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
さ
ず
に
新
た
な
金
融
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
お
け
るJa-

pan D
igital D

esign

や
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
千
葉

銀
行
、
第
四
銀
行
、
中
国
銀
行
、

伊
予
銀
行
、
東
邦
銀
行
、
北
洋
銀

行
、
北
越
銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、

滋
賀
銀
行
が
参
加
）
に
お
け
る
Ｔ

＆
Ｉ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
い
っ
た
会
社
も
同
じ
よ
う
な
意

味
合
い
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

金
融
に
お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ

ノ
ミ
ー

　

配
車
ア
プ
リ
の
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
、

「
現
在
地
を
表
示
す
る
地
図
機
能
」、

「
運
転
者
と
利
用
者
が
連
絡
を
取

る
機
能
」、「
決
済
機
能
」
の
そ
れ

ぞ
れ
を
、
別
々
の
企
業
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
使
っ

て
調
達
し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
利

用
に
よ
り
、
顧
客
の
視
点
に
立
っ

た
ア
イ
デ
ア
を
一
か
ら
自
分
た
ち

で
開
発
せ
ず
と
も
、
す
ば
や
く
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
、
ま
た
、

配
車
ニ
ー
ズ
に
結
び
つ
き
や
す
い

他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
レ
ス

ト
ラ
ン
の
予
約
ア
プ
リ
、
旅
行
サ

イ
ト
等
）
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
範

囲
の
拡
大
や
新
し
い
顧
客
の
獲
得

な
ど
に
繋
げ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
連
携
先

同
士
が
お
互
い
の
強
み
を
組
合
せ

て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
や

商
圏
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
を

「
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
呼
ん

で
い
る
。
金
融
機
関
で
は
、
自
ら

が
関
わ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
く
か
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
、
金
融
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
重

要
な
柱
と
な
る
。
前
号（
第
３
回
）

で
説
明
し
た
よ
う
に
、
将
来
、
金

融
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
Ｗ

ｅ
ｂ
上
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
載
せ
ら
れ
た
う
え
で
、
必
要

に
応
じ
て
対
人
営
業
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
ス
タ
イ
ル
で
提
供
さ
れ
る
。

そ
の
金
融
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、

他
社
製
で
あ
れ
ば
自
行
の
Ａ
Ｐ
Ｉ

か
ら
金
融
機
能
や
顧
客
デ
ー
タ
が

提
供
さ
れ
、
自
行
製
で
あ
れ
ば
Ａ

Ｐ
Ｉ
経
由
で
他
社
が
提
供
す
る
機

能
や
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
な
ど
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
が
フ
ル
活
用
さ
れ
た
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

 （
株
式
会
社
金
融
経
営
研
究
所　

代
表
取
締
役　

所
長
）
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　本講座は、保険販売で求められる、個人・法人のニーズに適った提案方法やノウハウ・必
要知識について分かりやすく解説しました。最新法令にも対応した決定版です。

業績アップのための保険提案実践講座
■銀行研修社　編

受講期間：2カ月　9,800 円（税込）／ 3ヵ月　10,880 円（税込）
テキスト１　保険提案の効果と個人顧客への提案事例
テキスト２　法人顧客への提案事例と留意点


